
























































































































































































































































































































































































































































































12 Act　3 Scene　3復讐は神に ⇔
エレミア2．33－35／ローマ
12．19
↓
13Act　3　Scene　4姦淫の戒め ⇔エレミア3：1－10
↓
14Act　3　Scene　4罪の許し ⇔闘7：1，ローマ3：10他
↓
15Act　4　Scene　3夫婦は一心同体 ⇔　翻圏圏1麟顧騰2：24／闘19’5
↓
16Act　5　Scene　2　の摂理（神の裁き） ⇔願10：29
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ることは困難なように思われる。
　にもかかわらず、Shakespeareは、このような聖書の引用やキリスト教の教えを示唆
するような表現を、はたしてどのような目的で、セリフの中に埋め込んだのであろうか。
これはShakespeare以前の、民衆にキリスト教信仰を意識させようとした教訓的内容の
中世宗教劇とは明かにその提示の仕方が異なる。すなわち、一見観客にそれとは意識さ
せないように、さりげなくテーマをちりばめておき、実はあとからじわりとその深層の
意味を見る者の中に問いかける作用があるように思われるのである。それは表現を変え
るならば、聖書のことばが、語り手である役者から観客ヘストレートに伝えられるので
はなく、あたかも「役者が時代を写す鏡」Ca　mirror　to　nature’）24）であるのと同様、役
者によって語られたこれらの言葉は一度、ドラマの登場人物たちの中で反劉され、それ
が「鏡にはねかえった」かのようにして観客の耳に聞こえてくる（あるいは読者の脳裏
に伝わってくる）といった具合である。もちろん引用の多くは登場人物たちの独白にお
いてより多く見られるものであるが。
　ロンドンのバンクサイドにあるサザーク教会（Southwark　Cathedra1）には、
Shakespeareが当時この教会の信者であったことを記念して作られた彼の横臥像と
‘Shakespeare　Window’とロ乎ばれるステンドグラスが今も見られる。　Shakespeareが熱心
なキリスト教徒であったか否かは別として、彼自身が聖書に強い影響を受けていたとい
うこと、そしてShakespeareが単に彼自身の表現力を補う目的で聖書を引用したと推論
する向きはあるにしても、彼の作品中に「キリスト教世界」というものが色濃く存在す
ることは否定できない事実であろう。
　そしてHamletにおいて脈々と流れる聖書のメッセージは、本文でも述べてきたよう
に「罪の意識」と「裁き」、そして「救い」といえよう。たしかにShakespeareの生き
た400年前と現代とでは、時代の様相が驚くほど異なり、Shakespeareがそのセリフの
中で意図した観客へのメッセージは、現代の観客へ伝わるものとはかなり違ったもので
あっただろう。しかし、世の中が当時とは比べ様もなく複雑化したにも関わらず、不思
議とわれわれ現代の読者・観客の心の中に沸き起こる「殺人や不義、復讐」に対する
「罪悪感」と「裁き」の問題、それらに対する「救い」．O願望は、　Hamletをとおして
400年前と少しも変わらないように思われる。そしてそれは普遍的価値をもつ聖書の
メッセージに支えられるゆえ、と結論付けるのは早計であろうか。原語どおしの比較に
際して、今回聖書は欽定訳の現代語版であるthe　Holy　Bibleを用いたが、　Shakespeare
が愛読したとされるGeneva版との比較は次なる課題としたい。
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Notes
1）Steven　Marxの著iB　Shakespeare　and　the　Bibleにおける分析法をさす。
2）ibid．
3）1bid．Typology（予表論）とは、「複数のテキスト間の類似点と対応関係に注目する方法で、聖書におい
　ては例えば創世記の「イサクの生賛」が新約における「イエスの犠牲」を予期したものであり、
　Shakespeareと聖書の予表論的関係のひとつが「出エジプト記」におけるファラオの軍隊に対するイス
　ラエル軍の勝利と、Henry　Vにおけるアジンコートの戦いにおける仏軍に対する英軍の勝利との間の
　関係に見られる、としている。（S．　Marx，　pp．39－40，山形pp．39－41参照）
4）ibid．
5）ibid．注（3）参照。　S．　Marx，　pp．39－40、　Typology，　midrashの日本語訳は山形を参照
6）　The　Riverside　Shakespeare
7）The　Holy　Bible
8）小田島雄志、訳（1983年白水社）参照
9）松岡和子訳（1996年筑摩書房）参照
10）旧約1955年訳・新約1954年訳（1979年日本聖書協会編）
11）J．　D．Wilson（p．148）参照
12）ボウカー（p．111）参照
13）松岡訳p．28「カインに殺された兄アベル」とあるが弟アベルの誤りか。
14）1bid．corse－dead　body，＜Schmidtによる。最初の死者、すなわちアベル
15）canon：1，　A　rule，　law　or　decree　of　the　Church（OED），Schmidtも同様。
16）日本基督教団・永井二三男牧師によると、聖書で直接「自殺を禁じる」表現は新約のこの箇所しか見当
　たらないということである。
17）‘dearesfはtmost　intensely　hated’の意味。　Riverside版の注参照。
18）“ungracious”はSchmidtによれば“impious，　wicked”の意味。
19）J．D．　Wilson，　p．155参照。
20）PMilward，　pp．142－143参照。
21）ibid．，　PP．144－145参照。
22）河合p．224参照。
23）Dover　Wilson，　p．249参照。
24）Hamlet，　Act　3　Scene　2，　11．22“’tWere　the　mirror　up　to　natUre
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河台祥一郎「謎解き『ハムレット』一名作のあかし」（三陸書房，2000年）
『ハムレット』小田島雄志訳（白水社Uブックス，1983年）
『ハムレット』松岡和子訳（ちくま文庫，1996年）
『口語訳聖書コンコルダンス』（新教出版社，1978年）
ジョン・ボウカー『聖書百科全書』荒井献・池田裕・井谷嘉男監訳（三省堂，1998年）
『聖書』（日本聖書協会，1955年旧約・1954新約）
＊この拙論は平成13年度学習院女子大学特別研究費による研究成果の一部であることを付記する。
（本学助教授）
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